
7  6  5 4  3 2   1

丘露

・袴
狭
遺
跡

⑪

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭
字
深
田

。
字
下
坂

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
六
月
ｉ
八
月

一
一　
一
九
九
三
年
六
月
を

一
二
月

発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
大
平
　
茂

・
西
口
圭
介

・
藤
田
　
淳

・
鈴
木
敬
二

・

岡
　
昌
秀

遺
跡
の
種
類
　
条
里
遺
跡

（水
田
跡
）
。
祭
祀
遺
跡

・
仏
堂
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

・
奈
良
時
代
を
平
安
時
代

・
室
町
時
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

相
を
呈
す
る
遺
跡
が
数
多
く
所
在
し
、
奈
良

。
平
安
時
代
に
限
定
す
れ
ば
こ
れ

ら
の
遺
跡
は
有
機
的
な
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
「袴
狭
遺
跡
群
」
と
し
て

一
括
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
南
の
丘
陵
に
は
山
名
氏
の
居
扱
此

隅
山
城

（国
史
跡
）
が
所
在
す
る
。

調
査
は
小
野
川
放
水
路
建
設

（県
教
委
担
当
）
及
び
圃
場
整
備
事
業

（町
教
委
担

当
）
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
り
、　
こ
れ
に
関
連
し
た
過
去
の
調
査
成
果
か
ら
み

る
と
、
主
に
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
官
衛
跡
及
び
条
里
制
に
の
っ
た
水
田

地
帯
、
も
し
く
は
荘
園
跡
と
推
定
で
き
る
。
特
徴
は
、
祭
祀
を
執
行
し
た
場
所

で
あ
る
祓
所

（砂
入
遺
跡
ほ
か
）
と
こ
れ
に
使
用
し
た
祭
祀
関
係
の
木
製
品
が
極

め
て
良
く
残

っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

人
形

。
馬
形
を
は
じ
め
と
す
る
木
製
品
の
分
布
範
囲
は
広
く
、
東
西
約

一
。

五
晰
、
南
北
約

一
ｈ
に
及
び
、
そ
の
出
土
量
は
約
三
万
五
千
点
を
数
え
て
い
る
。

こ
の
遺
物
の
年
代
は
お
よ
そ
八
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
相
当
す
る
。
出
土
層
位

は
現
地
表
下
約

一
ｉ
二
ｍ
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
基
本
的
に
奈
良
時

代
ｉ
平
安
時
代
の
水
田
層
と
こ
れ
に
伴
う
水
路
（溝
）
及
び
そ
の
洪
水
砂
層
で
あ

呟Ｏ
。今

回
報
告
す
る
地
点
は
、
袴
狭
遺
跡
の
第
六
次
調
査
、
第
七
次
調
査
に
あ
た

る
。
調
査
面
積
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八

一
六
∬
、
八
六
五
七
∬
で
あ
る
。

一　
第
六
次
調
査

検
出
し
た
遺
構
は
、
整
地
層
上
に
建
て
ら
れ
た
礎
石
建
物

一
棟
及
び
そ
の
四

周
を
め
ぐ
る
溝
で
あ
る
。
建
物
の
年
代
は
、　
三
ハ
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
。

袴
狭
遺
跡
は
、
兵
庫
県
の
北

部
、
豊
岡
市
街
地
の
南
東
約
七

肺
に
位
置
し
、
円
山
川
の
支
流

で
あ
る
小
野
川
と
袴
狭
川
に
狭

ま
れ
た
沖
積
低
地

（水
田
）
部
に

立
地
し
て
い
る
。
標
高
は
五
ｉ

石

七
ｍ
で
あ
る
。
同
低
地
内
に
は
、

硼

研
対
追
跡

・
荒
木
遺
跡

・
酔
多だ

地
小
谷
遺
跡
な
ど
の
官
行
の
様



1993年出上の木簡

な
お
、
整
地
層
の
下
に
は
古
代
の
木
製
人
形

・
馬
形
な
ど
を
含
む
層
を
確
認
し

て
い
る
。

谷
間
を
埋
め
立
て
た
整
地
地
業
は

一
辺
約

一
二
ｍ
、
平
均
の
厚
さ
約
五
〇

伽

に
及
ぶ
。
礎
石
は
径
約
四
〇

伽
前
後
の
石
を

一
四
個
検
出
し
た
。
各
礎
石
は

一

。
九
五
ｍ
の
間
隔
で
据
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
配
置
か
ら
み
て
、
建
物
は
三
間

×
三
間
の
仏
堂
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

木
簡
二
点

（野
位
牌
を
含
む
）
は
、
こ
の
建
物
の
整
地
層
か
ら
出
上
し
た
。
建

物
に
伴
う
遺
物
と
し
て
は
、
他
に
宋
銭

・
鉄
砲
玉

・
茶
第

・
独
楽

・
木
製
人
形

・
櫛

。
漆
器
椀

・
箸

。
下
駄

・
土
師
器
小
皿
な
ど
が
あ
る
。

一
一　
第
七
次
調
査

検
出
遺
構
は
、
水
田
跡
三
面

（上
層
水
田
。
中
層
水
田
・
下
層
水
田
）
と
そ
れ
に

伴
う
溝
で
あ
る
。

木
簡
は
、
平
安
時
代
前
期
に
あ
た
る
上
層
水
田
面
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
共

伴
遺
物
に
は
、
人
形

・
馬
形
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
、
田
下
駄
な
ど
の
木
製
農
具

を
は
じ
め
と
す
る
大
量
の
木
製
品
が
あ
る
。
ま
た
、
下
層
水
団
で
は
鮭

・
鰹

・

鮫
な
ど
の
線
刻
画
を
描
い
た
古
墳
時
代
の
箱
形
木
製
品
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
六
次
調
査
璧
島
ヵ
〕

①

　

「
□
石
□
八
斗
五
升
二
合
」
　
　
　
　
　
　
岸∞望
∞受
ヽ

自
ド

②

　

「
×
迷
故
三
界
城
悟
故
十
方
空

本
来
無
東
西
何
処
有
南
北

こ
れ
ら
は
出
土
遺
構
の
年
代
か
ら
、
近
接
す
る
山
名
氏
の
居
城
此
隅
山
城
に

関
連
し
た
遺
物
の
可
能
性
が
高
い
。

一
一　
第
七
次
調
査

口

回

ω

　

「
五
条
八
里
井
六
密
生
百
歩

物

マ
宅
□

（中ё

通
貿
Φ
ｏμマ

①
は
条
里
坪
付
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
現
地
よ
り
北
東
約
三

・
五

ｈ
の
豊
岡
市
側
に
は
五
条
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
五
条
大
橋
も
存
在
す
る
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
寺
崎
県
広
氏
の
ご
教
示

を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『
ひ
ょ
う
ご
の
遺
跡
』

一
四

（
一
九
九
四
年
）
（大
平
　
茂
）

新
物
故
道
祐
禅
門
霊
」

い
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